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社会福祉法人薩摩川内市社会福祉協議会

おれんじ鉄道に乗って
～子育てサロン「サンサン」～（東郷）

里保育園～読み聞かせ～（上甑）
子サロ夏食事会（京セラ㈱鹿児島川内工場従業員一同様
よりお菓子贈呈）（祁答院）

陸上自衛隊川内駐屯地 曹友会・橋口会長より
「ぱる」の皆さんへ“めだか”の贈呈（川内）

53



川内商工高校生徒による
街頭募金

10月１日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が始まりました。
皆様から寄せられる貴重な募金は下記のように活用されています。ご協力を、
よろしくお願いいたします。
〇地域福祉活動助成　〇民間福祉団体及びボランティア団体への活動助成
〇社会福祉協議会の事業　　　〇災害時における被災地支援　　　
〇要援護者へのお見舞金、年末地域行事等（歳末たすけあい）

　10月1日、全日空第一便で「厚生労働大臣及び中央共同募金会会長のメッセー
ジ、赤い羽根」が鹿児島県に届けられ、薩摩川内市で伝達式がありました。　平
成２９年度赤い羽根共同募金運動の始まりです。

10 月１日～ 12月 31日
12月１日～ 12月 31日

一　般　募　金

歳末たすけあい募金

赤い羽根「空の第一便」伝達式

　赤い羽根「空の第一便」は、ANA グループのご協力によ
り、全国４０の地区において、共同募金運動の開始日で
ある１０月１日に、客室乗務員の皆様が「厚生労働大臣」
及び「中央共同募金会会長」の「メッセージ」と「赤い羽根」
をたずさえて、それぞれの地区の知事、市長、共同募金
会長、共同募金委員会会長に伝達を行うものです。

　今年度の伝達式は「株式会社大和 プラッセ川内店」（薩摩
川内市矢倉町）で行われ、女声合唱団フローレス・ヴォー
チェの歌声で幕を開けました。全日空キャビンアテンダ
ント、外　亜紗美（ほか あさみ）様から鹿児島県知事、薩
摩川内市長、鹿児島県共同募金会会長並びに薩摩川内市
共同募金委員会会長へ、それぞれ伝達されました。

▲伝達式後、出席者で
　募金を呼びかける

社協だよりNo.53　（2）



もやーど里 敬老会

甑島敬老園　敬老会

鹿島園敬老会について

大きな拍手で幕が開き、楽しい余興が始まりました。
日本舞踊やフラダンスを披露してくださる地域の皆さん

のご協力で、今年も「もやーど里 敬老会」を開催すること
ができました。

手を取りあって微笑む姿に、地域の方々の温かさや、支
えあいの絆を感じることができました。

９月２日に甑島敬老園で敬老会を開催しました。 
　敬老会では、地域のボランティアの皆様にご参加
いただき、たくさんの踊りや伝統芸能をご披露いた
だきました。入園者の皆様も、懐かしいメロディー
に合わせ手踊りをしたり、口ずさんだりと大いに喜
ばれていました。大変心温まる敬老会となりました。

９月２日、鹿島園で敬老会を開催しました。
職員から入居者全員へ普段の生活を記した手作り

の写真パネルを贈呈いたしました。また、職員・地
域の方々による踊りや郷土芸能の披露があり、大変
喜んでいただきました。皆さまのご協力のおかげで
大変すばらしい敬老会ができました。

　日本赤十字社薩摩川内市地区には、赤十字の活動を支えるボランティ
アとして、川内、樋脇、入来、東郷、祁答院、下甑に奉仕団があります。
　近年、各地で地震や風水害等の災害が発生する中、奉仕団の知識や
技術を活かし地域に寄り添える活動を目指しています。その活動の一
環として、7月に川内、樋脇、祁答院、9月に東郷で赤十字奉仕団防
災教室を実施しました。
　ハイゼックスによる非常炊出し訓練、防災セミナーと災害への備え
の大切さを再認識した一日となりました。
　下甑は 11月、入来は来年 2月に実施予定です。

地域のために…日本赤十字社奉仕団

祁答院地区奉仕団 樋脇地区奉仕団 東郷地区奉仕団

川内地区奉仕団

（3）　社協だよりNo.53　
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アンケート
感想より

・�宿題も進んでよかったし、色々な体験ができて楽しかった
 （６年女児）
・�ちょう、楽しかった。めしうまかった。
 （６年男児）

川
内

sendai

東郷・樋脇地域の小学生を対象に、3 日間夏休み宿題塾を
開催し、３９名の参加がありました。昨年より始まった

この取組みは、地域福祉委員会より「福祉教育に積極的に取り
組んで欲しい」との声がきっかけでした。子供達は、宿題だけ
でなく、福祉についても学習し、車椅子や高齢者疑似体験、調
理実習、非常炊出し訓練、バス研修で訪れた「防災研修センター」
では、備えの大切さも学びました。また、食生活改善推進員の
方々が作ってくださる昼食にも大満足！学識経験者や、サマー
ボランティア体験で参加した中高大学生に、優しく、時には厳
しく接していただき、宿題も意欲を持ち取り組めました。

地震や台風、火災などに遭遇したときどんな行
動をとるべきか。

　大馬越小学校の子どもたちと卒業生が自分自身
のいのちを守るための知識と行動力を身につける
防災クイズにチャレンジ
しました。
　また、非常炊き出し訓
練を初めて体験し、楽し
みながら「気づき・考え・
実行する」大切さを学び
ました。

「チャレンジ防災！～馬越ん子の集い～」
入
来

iriki

今回は「児童養護施設」にスポットを当てました。28 名の講座修了生と社協職員で川
内精舎を訪問し、職員の方から、今、児童養護の分野で起こっている問題を分かり

やすくまた熱心に教えていただきました。「今、私たちにできること」を参加者全員で話し
合う研修では、それぞれが真剣に想いを伝え合い、白熱した議論が交わされました。
　最後に、堂ノ脇副園長が言われた「児童養護施設に入所している児童は氷山の一角です。
地域には同じように困っている児童がいます。助けてください。」という真っすぐな言葉
は参加者の心を打ちました。皆さん、～今、私たちに何ができるのでしょうか～　児童
養護の問題を他人事ではなく我が事として、今回の研修がただの研修で終わるのではな
く、私たち地域全体で児童養護の問題を考えていきましょう。

市民後見人養成講座修了生フォローアップ研修会

地域の方々に見守られ『夏休み宿題塾』を開催!!
東
郷
・
樋
脇

togo
・hiw

aki

▲グループに分かれて
　防災クイズ

◀非常炊出し訓練

社協だよりNo.53　（4）



http://satsumasendai-shakyo.com

レクリエーション協
会の皆さんを講師

に迎え、「座ってできる
体操」や「手作りのボー
ルや輪を使ったレク」な
ど、それぞれのサロン
でも楽しめるようなものをたくさん教えてい
ただきました。
　手先を使った作業は苦労している様子でし
たが、体操や体を動かすレクでは、大きな声援
やたくさんの笑顔に出会うことができました。
　今後もこのような機会を増やし、サロン活動
がますます盛んになることを期待します。

９月 2 日、午後からスポーツ大会を開催し
ました。

　選手の皆さんの勝利への思いが、笑いや歓
声になり、大変盛り上がりました。
　また久しぶりにいろんな方とお話が出来て
嬉しかったとの声もあり、親睦を深める良い
大会となりました。
　ご協力くださった皆さんありがとうござい
ました。

第５回祁答院地域福祉合同
スポーツ大会祁

答
院

kedouin

笑顔が集まる場所

つくし園の親子活動で、祁答院のせせらぎ
の里に行きました。

　少しずつ秋が近づいて風も心地よい中、親子
でニジマスを釣りました。
　釣った後は、みんなでバーベキューの火おこ
し♪　団扇でパタパタ扇ぎました。
　大自然の中で魚釣り、良い思い出になりまし
た。

親子で魚釣り♪
つ
く
し
園

tsukushien

　日本赤十字社薩摩川内市地区では、日常生活における事故防止、応急手当などの知識、技術を習得する機会
として講習会を予定しています。
☆�実施予定日：11 月 4 日（土）・11 月 11 日（土）・11 月 18 日（土）いずれも 9 時から 16 時まで
☆�受講人員：10 人以上 30 人未満（10 人に満たない場合は中止）
☆受講費用：基礎講習：1,500 円　救急法救急員養成講習：3,200 円（基礎講習修了者は 1,700 円）
☆�開催場所：薩摩川内市総合福祉会館（薩摩川内市永利町 4107 番地 1）
☆�問合せ先：日本赤十字社薩摩川内市地区（薩摩川内市社会福祉協議会）　TEL（24）2385　FAX（24）2388

赤十字救急法基礎講習会・救急員養成講習会

上
甑

kam
ikoshiki

サマーボラン
ティアの一

環として８月１８
日、 一 日 ボ ラ ン
ティアを開催しま
した。下甑・鹿島
町内の小・中・高校生計１１名が参加され、
ミニデイサービス利用者とスポーツや歓談な
どを通じ交流を深めました。また車椅子体験
では、多目的トイレや段差や坂道などにおい
て車椅子利用者の目線からそれぞれの便利
さ・不便さについて考えました。全ての人が

不自由なく生活
するためどうす
ればよいかにつ
いて考えた貴重
な一日となりま
した。

下甑サマーボランティア２０１７
下
甑・鹿
島

shim
okoshiki

・kashim
a
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就活準備セミナー
就職に不安を感じる方、なかなか仕事が決まらない方、一緒に就活しませんか！

時間：14：00～ 16：00
場所：川内文化ホール　２階　第４会議室
※諸事情により、日程・会場等に変更がある場合があります。
※定員に達した時点で募集を締切ります。
※セミナーは、主にグループワークで行います。

基本マナー～履歴書～面接までの就職に必要な準備をしませんか？

開催日 内　   　　容

11月21日（火） 求人票の見方、探し方セミナー
・希望職種の求人状況把握、求人票の探し方

12月14日（木） 志望動機の書き方セミナー
・希望職種を決めていき、志望動機の書き方の説明

ご応募・お問い合せ先：
薩摩川内市社会福祉協議会　地域福祉課

（担当　前田・福永）
薩摩川内市役所　保護課
生活支援相談グループ
TEL.0996（23）5111（内線2562・2564）
FAX.0996-23-0808

平成29年度　薩摩川内市民大学講座　学習計画（中央公民館と社会福祉協議会との連携講座）

認知症ボランティア講座（ステップアップ編）～必要とされるボランティア活動につなげる～
認知症に対する施策や本市の状況、認知症の症状や種類等を学び、

人や地域に寄り添う認知症ボランティアの意義や心得を学びませんか？

学習プログラム

参加対象：認知症サポーター養成講座、社会福祉協議会主催の各種講座を受講済みの方　　定員：30名

申し込み先：薩摩川内市教育委員会　社会教育課（大小路町14-5　中央公民館）　℡ 22－7251
　　　　　　薩摩川内市社会福祉協議会　地域福祉課　℡ 22－2355　FAX 29－5561

◆お申し込みは往復ハガキ、ＦＡＸいずれかにて下記連絡先までお願いします。

回 月日（曜日） 学習内容 場所

１ 11月8日（水）　13：30〜 開講式　≪講話≫施設におられる認知症の方の気持ち 総合福祉会館

２ 11月9日（木）～1月9日（火） ≪体験≫ボランティア体験（期間内に6時間以上の体験） 市内のグループホームでの
体験活動

３ 1月10日（水）　13：30〜 ≪グループワーク≫～活動の振り返り・次回の活動の計画～ 総合福祉会館

４ 1月11日（木）～3月13日（火） ≪体験≫ボランティア体験（期間内に6時間以上の体験） 市内のグループホームでの
体験活動

５ 3月14日（水）　13：30〜 ≪グループワーク≫～活動の発表・資源開発 総合福祉会館

受講料
無料

社会福祉協議会では老人福祉施設の正職員の募集をしています。

職員募集のお知らせ
①介護職　②栄養士　③調理職

作文及び面接試験

中途採用及び平成３０年４月１日

社会保険、雇用保険、労災保険あり

養護老人ホーム甑島敬老園①
特別養護老人ホーム甑島敬老園①、②、③
特別養護老人ホーム鹿島園①、②、③

本会給与規程に基づく（各種手当あり）

こちらから連絡いたします。

履歴書、資格証写し

応 募 職 種

試 験 内 容

採 用 日

福 利 厚 生

勤 務 地

給　与

試 験 日

提 出 書 類

問合先／薩摩川内市社会福祉協議会　総務課
　　　　TEL 0996（22）2355

社協だよりNo.53　（6）



香典返し寄附
平成 29 年７月１日
〜９月 30 日受付分

79 件
総額 1,648,000 円
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輝
　
己
（
陽
成
町
）

流
　
合
　
洋
　
子
（
城
上
町
）

戸
　
島
　
正
　
明
（
城
上
町
）

増
　
田
　
和
　
子
（
城
上
町
）

橋
　
口
　
ナ
　
ミ
（
湯
田
町
）

橋
　
口
　
光
　
良
（
湯
田
町
）

上
　
釜
　
祐
　
二
（
西
方
町
）

橋
　
口
　
昌
　
子
（
西
方
町
）

上
　
橋
　
育
　
子
（
中
郷
三
丁
目
）

神
　
園
　
洋
　
子
（
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
）

樺
　
山
　
英
　
一
（
鹿
児
島
市
）

奥
　
園
　
　
　
理
（
東
京
都
調
布
市
）

新
　
門
　
照
　
代
（
千
葉
市
緑
区
）

　
樋
脇

坂
　
元
　
好
　
久
（
市
比
野
） 

髙
　
原
　
篤
　
志
（
市
比
野
）

馬
場
口
　
ニ
　
ワ
（
倉
野
）

大
　
山
　
昭
　
男
（
塔
之
原
）

田
　
代
　
隆
　
夫
（
塔
之
原
）

　
入
来

鷺
　
山
　
ツ
ル
子
（
浦
之
名
）

佐
々
木
　
ミ
　
チ
（
副
田
）

　
東
郷

平
　
原
　
カ
　
ス
（
斧
渕
）

佐
　
藤
　
静
　
枝
（
斧
渕
）

冨
　
永
　
京
　
子
（
斧
渕
）

笹
　
野
　
正
　
男
（
南
瀬
）

久
　
保
　
キ
　
サ
（
藤
川
）

久
　
保
　
章
　
夫
（
藤
川
）

　
祁
答
院

黒
　
田
　
　
　
実
（
下
手
）

桑
波
田
　
和
　
子
（
藺
牟
田
）

鎌
　
田
　
誠
　
子
（
藺
牟
田
）

米
　
村
　
明
　
子
（
藺
牟
田
）

　
上
甑

江
　
口
　
朝
　
志
（
里
）

中
　
能
　
淑
　
美
（
中
甑
）

川
　
添
　
あ
け
み
（
鹿
児
島
市
）

東
　
　
　
潤
　
弥
（
鹿
児
島
市
）

　
下
甑

榎
　
元
　
サ
ミ
子
（
手
打
）

藏
　
野
　
ツ
ギ
子
（
手
打
）

迫
　
田
　
　
　
泉
（
片
野
浦
）

中
　
道
　
義
　
夫
（
片
野
浦
）

皆
様
の
善
意
に
感
謝
し
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
寄
附
者（
敬
称
略
）

【
7
月
１
日
〜
9
月
30
日
】

上
別
府
一
だ
る
ま
会

会
長
　
山
之
内
雄
一
（
百
次
町
）

社
会
福
祉
法
人
　
聖
嬰
会
　
薩
来
園

（
入
来
町
）

川
内
よ
さ
こ
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
樋
脇
町
）

中
川
　
幸
尚
　
　
　
　
　
　（
福
岡
市
）

下
手
太
鼓
踊
り
保
存
会  

　
　（
入
来
町
）

市
比
野
中
学
校
昭
和
38
年
卒
業
同
窓
会
一
同

（
樋
脇
町
）

ロ
ー
ズ
会
　
山
下
洋
一
　
　（
勝
目
町
）

善
意
の
花
束

薩摩川内市職員一同様ほか、薩摩川内市民大学入来愛
宕大学様、清色ふれあい祭り実行委員会様より九州北
部豪雨災害に対して義援金をいただきました。

川内よさこいライオンズクラブ様より第 5回チャリ
ティカラオケ大会収益金として寄附をいただきました。

京セラ㈱鹿児島川内工場従業員一同様より台風のため
中止になった京セラ夏まつり景品のお菓子の贈呈があり
ました。戴いたお菓子は市内の児童養護施設等に贈呈
しました。
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＊＊＊薩摩川内市社会福祉協議会　本所・各支所の所在地及び電話番号＊＊＊
ー 本 所 ー ー祁答院支所ー

薩 摩 川 内 市 永 利 町 4 1 0 7 番 地 1 TEL  0996（22）2355 薩 摩 川 内 市 祁 答 院 町 下 手 4 1 番 地 TEL  0996（55）1610

ー 樋 脇 支 所 ー ー 上 甑 支 所 ー
薩摩川内市樋脇町市比野2926番地2 TEL  0996（38）1166 薩 摩 川 内 市 里 町 里 1 9 0 0 番 地 の 2 TEL  09969（3）2880

ー 入 来 支 所 ー ー 下 甑 支 所 ー
薩 摩 川 内 市 入 来 町 浦 之 名 3 2 番 地 1 TEL  0996（44）3731 薩摩川内市下甑町長浜1185番地の2 TEL  09969（5）1510

ー 東 郷 支 所 ー
薩 摩 川 内 市 東 郷 町 斧 渕 7 2 5 番 地 1 TEL  0996（42）1872

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

発行兼編集人　今別府 哲矢 社会福祉法人 薩摩川内市社会福祉協議会
〒895-0005　薩摩川内市永利町4107番地1

☎0996-22-2355
0996-22-1841

投稿方法
住所、氏名、電話番号、ペンネームを記入の上、
下記までご投稿ください。
≪郵送の場合≫
〒895-0005 薩摩川内市永利町4107番地1
　　　　　   薩摩川内市総合福祉会館内
薩摩川内市社会福祉協議会「社協だより係り」まで
≪FAXの場合≫0996（22）1841
≪持参の場合≫社協本所または各支所

あなたのまちの
ふくしを教えてください。

取材に伺って、社協だよりの中で紹介します

たとえば…　
●地域の福祉活動に参加した感想
●地域での取り組み
●個人や団体、施設などで取り組んでいること など

まちのふくし
「こころの相談室」開設！！～ちょっと話してみませんか？～
　現代はストレス社会と言われるほど、誰もがストレスを抱えながら生活しています。ボランティア
グループ「うさぎとかめ」では、毎月第2と第4木曜日に「こころの相談室」を開設します。

※�相談ご希望の方は、090-5723-0847（堂元）まで
ご連絡ください。

●日　　時　：　毎月第２、４木曜日　午前１０時～午後３時
　　　　　　　　１日３名まで
●場　　所　：　樋脇保健センター（薩摩川内市樋脇町市比野2926-2）
●相談内容　：　こころの相談
　　　　　　　　こころが疲れた、毎日がつらい、毎日が憂うつ、毎晩眠れない
　　　　　　　　体の不調が続いている、どこの医療機関にかかればよいかわからない
　　　　　　　　介護で疲れた、家族が病気でないか心配である　など（※秘密は厳守します。）
●料　　金　：　１００円（初回無料）

お知らせ

▼心配ごと相談 ▼財産・登記相談（要予約）

9：00 ～ 17：00
（土・日曜日、祝日を除く）

予約制　13：30 ～ 16：30（１枠30分）

※相談日当日は、必ず当事者本人が来所してください。

※ご予約は、その月の1日から受付を開始します。
財産・登記相談予定日

11月9日（木）、12月14日（木）、1月11日（木）、2月8日（木）

　あなたの悩みを解決！　
　市社協が市民の皆様の悩み
事等解決のお手伝いをします。
お気軽にご相談ください。

　司法書士会による無料法律相談
●財産・登記に関する相談　●その他金銭貸借等契約全般に関する相談
　お気軽にご相談ください。

※�「うざぎとかめ」は気のいい仲間が集まって、自らの
専門性を生かし地域のために何かできないかと始め
たボランティアグループです。
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